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自然生態系を基盤とする防災減災推進について
～庄内川流域を対象に生態系機能ポテンシャルマップの作成 等～

①令和元年東日本台風被害を受けた地域、Eco-DRR※実装に関心のある地域
を中心に対象を選定。

②生態系機能が
流域全体での
防災・減災に
貢献した
事例調査

③各種情報の重ね合わせ
・生物多様性情報
・地形図・地質図
・既存のハザードマップ
・古地図（旧湿地・氾濫原等）

④旧河川・旧湿地・旧氾濫原など
・希少種の生息適地、生態系サービスの向上が見込めるなど自然再生させるべき場所
・災害リスクが比較的高くかつ防災効果が高い場所 を抽出。

⑤生物多様性地域戦略などの保全計画や、地域づくり・国土強靱化地域計画・流域防災
等の計画・構想へのインプット・提言（関係省庁と連携）。

⑥令和４年度をめどに、自治体向けに技術的知見をとりまとめた「手引き」をとりまとめ、
自然と調和し、災害に強く、維持管理コストの低い地域づくり・街づくりに貢献。

・生物多様性情報
・かつての地形
・ハザード情報等 を重ね合わせ

ポテンシャルマップのイメージ

イメージ

• かつての氾濫原や湿地等の再生による流域全体での遊水機能等の強化に向けた生態系機能ポテン
シャルマップを作成する。生態系機能ポテンシャルマップについては、今年度、庄内川流域を対象に作
成予定。

• 地域におけるポテンシャルマップの実装に向けた活用方策の検討、手引きの取りまとめ。

国土交通省関東地方整備局

利根川上流河川事務所

事業イメージ

土地利用関連施策との重ね合わせ

Eco-DRR適地の抽出

※Eco-DRR（Ecosystem-based Disaster Risk Reduction）：自然災害に対して脆弱な土地の開発や利用を避け災害への暴露を回避するとともに、防災・減災な
ど生態系が有する多様な機能を活かして社会の脆弱性を低減すること
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・地形・土壌等を踏まえて抽出した生態系の保全・再生の適地を対象に、現況の土地利用や土地利用に関す
る規制等を踏まえた施策を検討する。

※シナリオ検討のイメージを示したものであり、実際の土地利用状況等を反
映した評価ではない。

湿地等として保全・
維持されている

今後も保全・維持す
るための施策を検討

遊水地や水田として
利用されているが、
良好な湿地環境が維
持されている

今後も保全・維持す
るための施策を検討

遊水地や水田として
利用されており、生
物多様性保全機能を
向上する余地がある

生物多様性保全機能
を向上させるための
施策を検討

【湿地・氾濫原】

【水田・遊水地】

【住宅等】

宅地等として利用さ
れている

居住誘導等の施策に
よって、自然的土地
利用への展開を図る

かつては水田として
利用されていたが、
耕作放棄され乾燥化
している

自然再生（湿地化
等）により、機能の
向上を図る

【耕作放棄地等】

生態系の保全・
再生の適地

ポテンシャルマップを活用した施策検討のイメージ
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事業の流れ

令和2年度

令和3年度

令和4年度
本事業のアウトプット

■ポテンシャルマップの簡易な評価手法の検討
・「TWI」と「洪水浸水想定区域図」による評価
■ポテンシャルマップの地域における作成・活用策検討

■ポテンシャルマップの活用策検討
・対象流域の選定

・個別の流域におけるポテンシャルマップ
の作成・活用の方向性の整理

■ポテンシャルマップの高度化に関する検討
・広域的なポテンシャルマップの作成に資す
る情報収集・整理

・様々な生態系の機能を評価するための手法
の検討

■Eco-DRRの推進に向けた自治体向け手
引きの策定（ポテンシャルマップの作
成・活用方法の提示）

■全国規模でのベースマップ
の提供

■ポテンシャルマップの地
域における活用策検討

・マップの作成
・活用の方向性の検討
・具体的なEco-DRR施策の
検討

■ポテンシャルマップ作成方法の
検討

・マップで用いる評価指標の検討
・対象流域における試作・見直し
・マップ作成方法の整理

■分野横断的な展開に向けた検討
・再生可能エネルギー導入とのト
レードオフ検討

・吸収源対策とのシナジー向上の
検討

・社会・経済的条件を考慮した
マップの検討


